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緒 言

いわゆる重複癌に関 しては,臨床例 ･剖検例

共 に 内外諸家による報 告 が多数なされている

が,肺胃重複癌に関する報告はあまり多 くない

ようである0本邦での報告例をみると,一方uj
癌が剖検によってた しかめられたものや,時湖

をへだてて行った手術 の結果 発見 された症例

等,偶発的な要因で診断された症例が多いよう

である｡

著者等は,初診時すでに,肺暗い 胃癌の両者

が共に進展癌であって,殆んど同時期に臨床的

に確定診断が可能であった-症例を経験 したの

で, 2,3の文献的考察を加え報曾するo

症 例

患 者 :66才 男子 農業

既往症 :23才の頃梅毒 に罷患,59才時椎間板

-ルニアの診断をうける｡喫煙歴 20才時より

紙巻煙草10-15本/R

現病歴 :!玉来健康であったが,昭和42年3月

頃感冒様症状を来た して,某医で胸部X線撮影

をうけたところ,左肋膜炎の指摘をうけた｡ま

た,入院 1カ年程前か ら食慾減退および体重減

少に気づき,咳轍 ･啄坊が増加 してきている｡

しか し,血瑛 ･啄血 ･胸痛および変声等の諸症

状を来た したことはない｡精査の目的で昭和45

年 6月 2日天理病院胸部外科に入院 した｡

入院時理学的所見 :体格中等大,栄養やや低

下,眼険結膜貧血株,月永樽80整,左肺で呼吸音

が減弱 している以外には肺雑音 ･心雑音は聴 取

せず,腹部は平坦,腫膚 ･腹水等を思わせる所

見な く,肝脾 もふれなかった｡

臨床検査成績 :赤血球数 351万,血色素 11.6

g/dl白血球数 5,900,出血時間 4′30′′,プロ ト

ロンビン時間 11′5′′,糞便潜血反応(-), 尿糖

(-),尿蛋白(-),肝機能正常,総コレステロ

ール 170mg/dl,血清総蛋白量 8.3g/dl,A/G

0.4,ツ反陰性,CRP(≠),RA(+),ASLO125

ToddU,Wa.R(亜),血清電解解質正常範囲内,

%VC47,FEVl.｡%90.1,DLcO4.8ml/m上n/mm

Hg,啄疫 の細菌学的検査では結核菌は塗沫培
養共に陰性,グラム陽性梓南陽 性,啄疾細胞診

では PapClassV であった｡

胸部単純損影では,正面像で写真 1にみられ

るように全帖 野殊に右側に肺線維症を思わせ る

線状～索状陰影が認められ,左陣中野晒門部に

近接 して辺縁不整 な 円形膵痛陰影 が認められ

る｡ しか し,癌放射や Notching等は著明では

ない｡側面写真では,写真 2の如 く腰痛は前胸

壁と連続 しているように見えるが, これは限局

性肋膜炎のためで,穿刺により黄色奨液性透明

な胸水を得たが,悪性細胞を細 明することは出

来なかった｡

入院後の経過 :気管支造影像は写真 3の如 く

左 B5に狭窄が認められ,B4は弧状に上方に圧

排されている｡硬性気管支鏡では肺癌を思わせ

る所見は得 られなかったが, B5の TV ブラッ

シングで悪性細胞を証明することが出来た｡

更に組織型を確定する目的で前胸壁からの穿
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刺 肺ノ生検を行 った所,写真 4のように組織学的

に角化偏平上皮癌であることを確認 した｡

食慾不振等の胃症状に対 して行 った胃透視の

結果は,写真 5のような所見で,胃体中央部小

轡側か ら前庭 ･幽門部にわたって辺縁は硬 く,

胃角は開大 してお り,胃前庭部大轡側に陰影欠

損が認められた｡

胃カメラおよびガスロファイバースコピーで

は,胃体中央部小轡側から前壁及び後壁にかけ

て胃壁 は硬 く胃前庭部前壁 より後壁にかけて

悪性廉欄 を多数認め, スキルスの所見 と考え

られた｡ 更に胃角 の 口側 に浅い潰癌を認め,

BorrmannIV型の胃癌 と診断された｡ しか し,

同時に行なった胃生検では胃粘膜の深部か らの

標本摂取が不可能であったため GroupIIの所

見であった｡

このようにして,肺癌が角化后平上皮癌であ

ることか ら臨床的に肺胃重複癌であるという結

論に達 した｡

診断確定後,胃腸吻合術を含めた治療方針を

検討 しつつあったところ,10日後に至 って発熱

を来た し胸部Ⅹ線写真上右側に気管支肺炎様陰

影が認められるようになり,酸素吸入や抗生物

質投与等強力な治療を行 ったが,呼吸困難とチ

アノーゼが次第に増強 し,同年 7月14日心肺不

全のため不幸の転帰をとるに至った｡

剖検所見 :主な所見 としては,(1)左肺舌状

部の鶏卵大幡癌 (扇平上皮癌) とその心嚢えの

浸潤,(2)幽門部原発の胃癌と所属 リンパ節転

移 (小轡部,腫頭部,傍大助腺および腹水 400

ml,(3)両肺轡血および無気肺,左側胸水 500

ml,その他の所見が見 られた｡

肺癌については,写真 6にみられるようにご生

前の診断の通 り,角化届平上皮癌であった｡胃

癌は, 肉眼的 には 胃壁全休に著明 な肥厚があ

り, 巨大雛壁性スキルスの像を示 していた｡そ

の組織像は写真 7ojように低分化型腺管腺癌で

あり, 捕癌とは組織学的に全 く巽るものである

ことが判明 した｡

両者の癌の リンパ節転移の特徴 としては,冒

癌転移が広範な領域にわた り,気管分岐部口迄

及んでいた(写真 8)a)にひきかえ, 肺癌の肺門

部 リンパ 節 転 移 は証明出来なかったことであ

る｡

また,肺癌 ･胃癌共に血行性転移を思わせる

所見も得 られなかった｡

考 察

同一個体に2個以上の原発性悪性腫疫の発生

をみるいわゆる重複癌の定義については,1879

年 Billroth2)がはじめて試みたといわれ,重複

癌の定義として次のような条件をあげている｡

すなわち, 1)重複癌を構成する腫疫 は相互

に異なった組織像を呈 し,2)各腫癌 は組織発

生的に母組織 と関連を有 し,3)各腫疫はそれ

ぞれ固有の転移巣を有するものでなければなら

ないとした｡

しか し, このような原則を臨床例 に厳密に当

てはめると,重複癌に該当する例はきわめて限

られたものとなって くる場 合 もあり, 1932年

Warrenおよび Gatesll'が示 した 3つの条件

を充たせば,通常重複癌としてよいとされてい

る｡

その条件 とは, 1)それぞれの腫癖 は一定の

悪性像 を示 していること, 2)互いに離れた部

位にあること, 3)一方 が他方の転移でないこ

と,証明出来ること等である｡

Cahan3)は,1969年にその一方が肺癌である

ところの重複癌について集計 しているが,その
判定基準は上記 Warrenおよび Gatesの条件

に従ったもので,彼のあげた症例の中には,堰

頭癌 (后平上皮癌) と肺扇平上皮癌の合併や,

組織像が同 じで両側肺に独立 して発生 した所謂

多申 し､性癌とも考えられる肺癌症例 も含まれて

いるO

そして, このような考え方に立つと,肺夕日こ

悪性膜揚があって,肺内に弧立性陰影が出現 し

た場合には,後者をただちに前者の転移である

と速断することな く,独立 した二つの腫癌であ

ることもあることを考慮に入れ積極的治療の可

能性を追求する必要があるとしている｡

しか し, このような基準に立 った観点か らし
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表 本 邦 に お け る 肺 胃 屯 授 精 症 例
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発 表 者 ･年 別 年令 ･性別

1. 山 川 9'1927

2. 木 村9'1936

3.(参宮 旧 ･松 田5)1943

4.◎時 岡9'1949

5, 堀 江 9'1956

6.(9佐 藤9) 1956

7. 金 子9) 1957

8. 大 西9) 1960

9. 大 屋 9) 1960

10. 田 村10) 1961

ll. 倉 光9) 1962

12.@参 木9) 1963

13. 須賀井8) 1965

14. 漆 崎11) 1967

15. 木 下4) 1968

16. 木 下4)1968

17. 木 下 4) 1968

18. 木 下4) 1968

19. 三 浦6) 1969

20. 塩 谷7) 1969
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註 -.(9印は剖検によるo

て も帖 胃重複癌 の 全重複癌 に対す る比率 は 低

く, 信己Cahanの 例をみて も, 1933年 か ら

1966′牛の問 に 332例の重複癌 中郷胃重複癌 は4

例 にす ぎない｡

一万, 本邦では赤山奇等 l)が,1,000体以上_uJ

剖検報告 について調べた結果では,全癌剖検例

に対す る重視癌の比率は 0.5-3.7% とされて

いるが,重複癌 IijJllf)'胃重複癌の 占 める割合につ

いての統計は文献 L明 らかではない｡

しか し,著者等が調べた限 りでは本邦 におけ

る肺胃重校癌症例の報 告は表 の如 くであって.

1927隼か ら1970年の間 に20例 にす ぎず,胃癌発

ノ牛率の高 い本邦 にあって も, この組合わせで起

る重複癌は きわめて低 いと考 え られる｡なお本

邦での報告 をみると,偶然の結果か も知れない

が,仝例が男子に限 られていることと,肺癌の

組織型 に関 しては過半数が后平上皮癌であるこ

とが特徴的である0

本症例は,手術や剖検 によ らず して,短期間

uj在院中に,臨床的な確定診断を得 ることが出

来た比較的珍 らしい例であるが,診断を容易な

らしめた理由の一つ として,両方の癌の何れか

が病勢上優位な役割を果す ことな く,何れ も進

展癌の状態 に達 していた ことが関係 していると

思われる｡

しか し,病理解剖′､釦 '1)所 見か らす ると,肺癌

に関 しては,心裏えU)浸潤を伴 う進展癌であっ

たにもかかわ らず, 遠隔転移 は もとよ り, 価

門 ･縦隔 リンパ節 転移 も証明 されなか ったのに

反 して,胃鯨の リンパ節転移が広範で,後腹膜

か ら気管分岐部迄達 していた ことは,一方 が他

方の転移様式を幾分な りとも修飾 していたか も

知 れない ことも想像 される｡

実際文献上で も, この点 種 々の記載 がみ られ

るが,本症例のよ うに発見Hlす でに帖癌 ･胃癌

共 に進展癌である場合があ り 4,5,10', ま た -一二万

oj癌の手術後 もな く他方 の癌が急速 に進展した

ことを思わせ る症例4,7,9)があるのに対 して,一

方C/j癌 に対す る手術0)あと数年を経てか ら,他

方の癌が発見 された例 もあ り4,8), 現 在 のとこ
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ろ相互の促進 ･抑制効果 については, うかがい

知 ることに困難である｡また, これ ら報告 され

た症例について,それぞれの癌の所属 リンパ節

転移について も,一定の傾向はみとめることは

出来なか った｡

重複癌の進展上の相互干渉の問題や悪性腫瘍

の多発体質の問題は興味あるところであるが,

この点に関 しては,更 に多数の症例検討のつみ

か さねが必要であるように思われ る｡

結 語

臨床診断が可能であった肺胃重複癌の 1症例

につ き若干の又献的考察を加えて報告 した｡肺

癌は心嚢浸潤を伴 う左原発の角化偏平上皮癌で

あ り,胃癌は広はんな リンパ節転移を伴 う低分

化型腺管腺癌 であって, 何 れ も進展癌 であっ

た｡

稿を終 るに当 り,症例の消化器系の診断およ

び病理所見 について御指導御教示を頂いた天理

病院消化器内科部長三宅健夫,山本泰猛,羽自

活および臨床病理市島国雄の諸氏 に対 して深甚

の感謝の意を表 します｡

なお,本稿は昭和46年 6月 の第16回肺癌学会

関西支部会で発表 した ものである｡
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